












































北 村 亜 樹
歩行)の中から患者自身が選択する方法
1.研究方法


























































































病棟群 123人 (29%)、手術部群は 42人 (76%)
で手術部郡が有意に高率であった






























































で213人 (50%)、手術部群は 31人 (57%)で手
術部郡が有意に高率で、あった (p< 0.05) (図 2)。
病棟群
手術部群






入室 320人 (68%)、車椅子入室 273人 (58%)、
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